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ＶＰＰ技術を使った新たな住宅向けサービス 

 
目 的 

小型太陽光発電（10kW 未満）の再生可能エネルギー固定価格買取り制度（Ｆ

ＩＴ）による買取りが 2019 年 11 月より順次終了する。太陽光発電の有効活用

や自家消費を進めるために、蓄電池等需要家小型機器を遠方から一括制御する

バーチャルパワープラント（ＶＰＰ）等の開発が進められている。住宅向けに

どのようなサービスが可能か、サービスを実施するにはどのような課題がある

かを検討した。 

主な成果 

・住宅側の便宜に悪影響を及ぼさないこと、住宅太陽光発電のＦＩＴ買取り終

了後の売電価格は不明であるが余剰電力と同程度のかなり安価になり太陽光発

電の自家消費が経済的に有利になると予想されることから、蓄電池や蓄湯式給

湯器など蓄エネルギー機器の蓄エネルギー時間帯の夜間―昼間調整が住宅向け

のＶＰＰサービス内容として最も有力と考えられる。 
・ＶＰＰサービスでは住宅内の制御や電力計測にＨＥＭＳを使用する。ＨＥＭ

Ｓはリアルタイム計測やリアルタイム制御に対応していないため、ＶＰＰサー

ビスは運転時間帯など事前に蓄エネルギー機器の設定を変更するだけで、蓄電

池の充放電電力制御など実際のリアルタイム制御は機器の制御装置で行う必要

がある。したがって、過去実績や天候予想を使って各住宅の翌日の太陽光発電

や住宅電力需要を予想し、前日夕刻には翌日の蓄電池や蓄湯式給湯器の運転時

間帯（夜間帯、昼間帯）を各住宅の機器制御装置に送信する必要がある。 
・電気温水器は通常、深夜電力に対応しているがＨＥＭＳの通信規格である

ECHONET-Lite に対応していないことから、深夜電力と同様なスイッチによる制

御を適用する必要がある。旧型のエコキュートは ECHONET-Lite にも深夜電力に

も対応しておらず、現状ではＶＰＰサービスに対応できない。エコキュートは

ECHONET-Lite 対応の新型をサービス対象とするしかない。 

・住宅用蓄電池は普及していないため、ECHONET-Lite 対応の新型をサービス対

象とすることでよい。住宅用蓄電池は経済性に難があり普及は難しいと予想さ

れる。一方、大型蓄電池シェアリングサービスは経済性に優れること、蓄電池

を設置できない住宅にもサービスを提供できることから、今後の住宅向け蓄電

池サービスとして有望と考えられる。 
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